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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムであって、
　アクティブ化および非アクティブ化されるように動作可能な容量または抵抗２次元（２
Ｄ）タッチ検出システムと、
　前記容量または抵抗２Ｄタッチ検出システムと通信するように動作可能な追加の容量セ
ンサシステムと
　を備え、
　前記追加の容量センサシステムは、タッチイベントが生じたかどうかまたはタッチイベ
ントが生じようとしているかどうかの両方を決定することが可能であり、タッチイベント
が生じた場合または生じようとしている場合、前記容量または抵抗２Ｄタッチ検出システ
ムをアクティブ化することが可能である、システム。
【請求項２】
　前記追加のセンサシステムは、３次元（３Ｄ）ジェスチャ検出システムである、請求項
１に記載のシステム。
【請求項３】
　タッチイベントの決定のために、前記３Ｄジェスチャ検出システムは、雑音抑制のため
に確率フィルタを使用する、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記確率フィルタは、アンセンテッドカルマンフィルタである、請求項３に記載のシス
テム。
【請求項５】
　前記確率フィルタは、正弦波雑音を抑制する、請求項３に記載のシステム。
【請求項６】
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極と、タッチ検出電極とを備えている、請求項２に記載のシステム。
【請求項７】
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極を備え、タッチ検出電極として前記タッチ検出システムからの少なくとも１つ
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の電極を共有している、請求項２に記載のシステム。
【請求項８】
　前記３Ｄジェスチャ検出システムと前記容量または抵抗２Ｄタッチ検出システムとの間
で少なくとも１つの電極を共有するように構成されているマルチプレクサスイッチをさら
に備えている、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極と、マルチプレクサとを備え、前記マルチプレクサは、前記３Ｄジェスチャ検
出システムのための伝送電極として動作するように、前記タッチ検出システムからの少な
くとも１つの電極を共有するように構成されている、請求項２に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記タッチ検出電極は、前記容量または抵抗２Ｄタッチ検出システムによって使用され
るエリアを覆っている、請求項６に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記タッチ検出電極からの後続サンプルの差異信号が、経時的に生成され、評価される
、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記差異信号は、アンセンテッドカルマンフィルタにフィードされる、請求項１１に記
載のシステム。
【請求項１３】
　前記アンセンテッドカルマンフィルタの出力信号は、前記差異信号から減算され、閾値
比較ユニットにフィードされ、前記閾値比較ユニットは、タッチイベント信号を出力する
ように構成されている、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記システムは、前記差異信号における特徴的な傾向が前記差異信号のゼロ線の交差点
近傍に存在するかどうかを評価することによって、タッチが生じたかどうかを決定する、
請求項１１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記２Ｄタッチ検出システムは、容量タッチ検出システムである、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項１６】
　前記容量タッチ検出システムは、投影型容量タッチコントローラを備えている、請求項
１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　入力デバイスを動作させる方法であって、前記方法は、
　アクティブ化および非アクティブ化されるように動作可能な容量または抵抗２次元（２
Ｄ）タッチ検出システムを提供することと、
　前記容量または抵抗２Ｄタッチ検出システムと通信するように動作可能な追加の容量セ
ンサシステムを提供することであって、前記追加の容量センサシステムは、タッチイベン
トが生じたかどうかまたはタッチイベントが生じようとしているかどうかの両方を決定す
ることが可能である、ことと、
　前記追加の容量センサシステムをアクティブ化し、前記容量または抵抗２Ｄタッチ検出
システムを非アクティブ化することと、
　前記追加の容量センサシステムによって、タッチイベントが生じたかどうか、または生
じようとしているかどうかを決定することと、
　タッチイベントが生じた場合または生じようとしている場合、前記容量または抵抗２Ｄ
タッチ検出システムをアクティブ化することと
　を含む、方法。
【請求項１８】
　前記追加の容量センサシステムは、３次元（３Ｄ）ジェスチャ検出システムである、請
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求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　タッチイベントの決定のために、前記３Ｄジェスチャ検出システムは、雑音抑制のため
に確率フィルタを使用する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記確率フィルタは、アンセンテッドカルマンフィルタである、請求項１９に記載の方
法。
【請求項２１】
　前記確率フィルタは、正弦波雑音を抑制する、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極と、タッチ検出電極とを備えている、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極を備え、前記方法は、タッチ検出電極として前記タッチ検出システムからの少
なくとも１つの電極を共有するステップを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　共有することは、前記３Ｄジェスチャ検出システムと前記容量または抵抗２Ｄタッチ検
出システムとの間で少なくとも１つの電極を共有するように構成されているマルチプレク
サスイッチを制御することによって行われる、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極を備え、前記方法は、前記３Ｄジェスチャ検出システムのための伝送電極とし
て動作するように、前記タッチ検出システムからの少なくとも１つの電極を共有するステ
ップを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　前記タッチ検出電極は、前記容量または抵抗２Ｄタッチ検出システムによって使用され
るエリアを覆っている、請求項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　前記タッチ検出電極からの後続サンプルの差異信号が、経時的に生成され、評価される
、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　アンセンテッドカルマンフィルタによって前記差異信号をフィルタ処理することを含む
、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記フィルタ処理された信号を前記差異信号から減算し、前記減算された信号を閾値比
較ユニットにフィードするステップを含み、前記閾値比較ユニットは、タッチイベント信
号を出力する、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記差異信号における特徴的な傾向が前記差異信号のゼロ線の交差点近傍に存在するか
どうかを評価することによって、タッチが生じたかどうかを決定することを含む、請求項
２７に記載の方法。
【請求項３１】
　前記容量または抵抗２Ｄタッチ検出システムは、容量タッチ検出システムである、請求
項１７に記載の方法。
【請求項３２】
　前記容量タッチ検出システムは、投影型容量タッチコントローラを備えている、請求項
３１に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本方法のさらなる実施形態によると、他のセンサシステムは、３次元（３Ｄ）ジェスチ
ャ検出システムであることができる。本方法のさらなる実施形態によると、タッチイベン
トの決定のために、３Ｄジェスチャ検出システムは、雑音抑制のための確率フィルタを使
用し得る。本方法のさらなる実施形態によると、確率フィルタは、アンセンテッドカルマ
ンフィルタであることができる。本方法のさらなる実施形態によると、確率フィルタは、
正弦波雑音を抑制し得る。本方法のさらなる実施形態によると、３Ｄジェスチャ検出シス
テムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数の受信電極と、タッチ検出電極
とを備え得る。本方法のさらなる実施形態によると、３Ｄジェスチャ検出システムは、ジ
ェスチャを決定するように構成されている複数の受信電極を備え得、本方法は、タッチ検
出電極としてタッチ検出システムからの少なくとも１つの電極を共有するステップを含む
。本方法のさらなる実施形態によると、共有することは、３Ｄジェスチャ検出システムと
２Ｄタッチ検出システムとの間で少なくとも１つの電極を共有するように構成されている
マルチプレクサスイッチを制御することによって行われることができる。本方法のさらな
る実施形態によると、３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成
されている複数の受信電極を備え得、本方法は、３Ｄジェスチャ検出システムのための伝
送電極として動作する、タッチ検出システムからの少なくとも１つの電極を共有するステ
ップを含む。本方法のさらなる実施形態によると、タッチ検出電極は、２Ｄタッチ検出シ
ステムによって使用されるエリアを覆い得る。本方法のさらなる実施形態によると、タッ
チ検出電極からの後続サンプルの差異信号は、経時的に生成され、評価されることができ
る。本方法のさらなる実施形態によると、本方法はさらに、アンセンテッドカルマンフィ
ルタによって差異信号をフィルタ処理することを含み得る。本方法のさらなる実施形態に
よると、本方法はさらに、フィルタ処理された信号を差異信号から減算し、減算された信
号をタッチイベント信号を出力する閾値比較ユニットにフィードすることを含み得る。本
方法のさらなる実施形態によると、本方法はさらに、差異信号における特徴的な傾向が差
異信号のゼロ線の交差点近傍に存在するかどうかを評価することによって、タッチが生じ
たかどうかを決定することを含み得る。本方法のさらなる実施形態によると、２Ｄタッチ
検出システムは、容量タッチ検出システムであることができる。本方法のさらなる実施形
態によると、容量タッチ検出システムは、投影型容量タッチコントローラを備え得る。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　システムであって、
　アクティブ化および非アクティブ化されるように動作可能な２次元（２Ｄ）タッチ検出
システムと、
　前記２Ｄタッチ検出システムと通信するように動作可能な追加のセンサと
　を備え、
　前記追加のセンサは、タッチイベントが生じたかどうか、または生じようとしているか
どうかを決定し、タッチイベントが生じた場合または生じようとしている場合、前記２Ｄ
タッチ検出システムをアクティブ化することが可能である、システム。
（項目２）
　前記追加のセンサは、３次元（３Ｄ）ジェスチャ検出システムである、項目１に記載の
システム。
（項目３）
　タッチイベントの決定のために、前記３Ｄジェスチャ検出システムは、雑音抑制のため
に確率フィルタを使用する、項目２に記載のシステム。
（項目４）
　前記確率フィルタは、アンセンテッドカルマンフィルタである、項目３に記載のシステ
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ム。
（項目５）
　前記確率フィルタは、正弦波雑音を抑制する、項目３に記載のシステム。
（項目６）
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極と、タッチ検出電極とを備えている、項目２に記載のシステム。
（項目７）
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極を備え、タッチ検出電極として前記タッチ検出システムからの少なくとも１つ
の電極を共有している、項目２に記載のシステム。
（項目８）
　前記３Ｄジェスチャ検出システムと前記２Ｄタッチ検出システムとの間で少なくとも１
つの電極を共有するように構成されているマルチプレクサスイッチをさらに備えている、
項目７に記載のシステム。
（項目９）
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極と、マルチプレクサとを備え、前記マルチプレクサは、前記３Ｄジェスチャ検
出システムのための伝送電極として動作する、前記タッチ検出システムからの少なくとも
１つの電極を共有するように構成されている、項目２に記載のシステム。
（項目１０）
　前記タッチ検出電極は、前記２Ｄタッチ検出システムによって使用されるエリアを覆っ
ている、項目６に記載のシステム。
（項目１１）
　前記タッチ検出電極からの後続サンプルの差異信号が、経時的に生成され、評価される
、項目１０に記載のシステム。
（項目１２）
　前記差異信号は、アンセンテッドカルマンフィルタにフィードされる、項目１１に記載
のシステム。
（項目１３）
　前記アンセンテッドカルマンフィルタの出力信号は、前記差異信号から減算され、閾値
比較ユニットにフィードされ、前記閾値比較ユニットは、タッチイベント信号を出力する
ように構成されている、項目１２に記載のシステム。
（項目１４）
　前記システムは、前記差異信号における特徴的な傾向が前記差異信号のゼロ線の交差点
近傍に存在するかどうかを評価することによって、タッチが生じたかどうかを決定する、
項目１１に記載のシステム。
（項目１５）
　前記２Ｄタッチ検出システムは、容量タッチ検出システムである、項目１に記載のシス
テム。
（項目１６）
　前記容量タッチ検出システムは、投影型容量タッチコントローラを備えている、項目１
５に記載のシステム。
（項目１７）
　入力デバイスを動作させる方法であって、
　アクティブ化および非アクティブ化されるように動作可能な２次元（２Ｄ）タッチ検出
システムを提供することと、
　前記２Ｄタッチ検出システムと通信するように動作可能な別のセンサシステムを提供す
ることと、
　前記他のセンサシステムをアクティブ化し、前記２Ｄタッチ検出システムを非アクティ
ブ化することと、
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　前記他のセンサシステムによって、タッチイベントが生じたかどうか、または生じよう
としているかどうかを決定することと、
　タッチイベントが生じた場合または生じようとしている場合、前記２Ｄタッチ検出シス
テムをアクティブ化することと
　を含む、方法。
（項目１８）
　前記他のセンサシステムは、３次元（３Ｄ）ジェスチャ検出システムである、項目１７
に記載の方法。
（項目１９）
　タッチイベントの決定のために、前記３Ｄジェスチャ検出システムは、雑音抑制のため
に確率フィルタを使用する、項目１８に記載の方法。
（項目２０）
　前記確率フィルタは、アンセンテッドカルマンフィルタである、項目１９に記載の方法
。
（項目２１）
　前記確率フィルタは、正弦波雑音を抑制する、項目１９に記載の方法。
（項目２２）
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極と、タッチ検出電極とを備えている、項目１８に記載の方法。
（項目２３）
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極を備え、前記方法は、タッチ検出電極として前記タッチ検出システムからの少
なくとも１つの電極を共有するステップを含む、項目１８に記載の方法。
（項目２４）
　共有することは、前記３Ｄジェスチャ検出システムと前記２Ｄタッチ検出システムとの
間で少なくとも１つの電極を共有するように構成されているマルチプレクサスイッチを制
御することによって行われる、項目２３に記載の方法。
（項目２５）
　前記３Ｄジェスチャ検出システムは、ジェスチャを決定するように構成されている複数
の受信電極を備え、前記方法は、前記３Ｄジェスチャ検出システムのための伝送電極とし
て動作する、前記タッチ検出システムからの少なくとも１つの電極を共有するステップを
含む、項目１８に記載の方法。
（項目２６）
　前記タッチ検出電極は、前記２Ｄタッチ検出システムによって使用されるエリアを覆っ
ている、項目２２に記載の方法。
（項目２７）
　前記タッチ検出電極からの後続サンプルの差異信号が、経時的に生成され、評価される
、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
　アンセンテッドカルマンフィルタによって前記差異信号をフィルタ処理することを含む
、項目２７に記載の方法。
（項目２９）
　前記フィルタ処理された信号を前記差異信号から減算し、前記減算された信号を閾値比
較ユニットにフィードするステップを含み、前記閾値比較ユニットは、タッチイベント信
号を出力する、項目２８に記載の方法。
（項目３０）
　前記差異信号における特徴的な傾向が前記差異信号のゼロ線の交差点近傍に存在するか
どうかを評価することによって、タッチが生じたかどうかを決定することを含む、項目２
７に記載の方法。
（項目３１）
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　前記２Ｄタッチ検出システムは、容量タッチ検出システムである、項目１７に記載の方
法。
（項目３２）
　前記容量タッチ検出システムは、投影型容量タッチコントローラを備えている、項目３
１に記載の方法。
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